
（7）館林市議会だより　　　（ 2. 2. 1 ）

将
来
的
な
財
政
的
投
資
が
ど
の

く
ら
い
可
能
か
と
い
う
こ
と
だ

が
、
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
、

進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

現
在
、
各
施
設
の
管
理

者
か
ら
施
設
の
状
況
や
課
題
、

今
後
の
管
理
運
営
方
針
等
の
情

報
を
集
約
し
分
析
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
縮
減
額
に

つ
い
て
は
、
個
別
施
設
計
画
の

素
案
を
検
討
す
る
中
で
積
み
上

げ
た
実
績
値
と
、
支
出
可
能
な

投
資
的
経
費
と
の
比
較
を
行
い

な
が
ら
算
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

線
バ
ス
は
、
限
ら
れ
た
資
源
の

中
、
面
的
な
移
動
へ
の
配
慮
が

行
き
届
か
な
く
、
ダ
イ
ヤ
充
実

も
難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

負
担
割
合
は
、
均
等
割
と
人
口

割
で
合
意
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
共
同
事
業
と
し
て
合
理
性

維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
や

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
対
策
に

も
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
民
生
活
に
有
益
な
計
画

と
な
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

未
活
用
財
産
に
対
す
る
取
組

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

質
問

各
施
設
の
用
途
変
更
や

廃
止
、
複
合
化
、
除
却
等
は
、

個
別
計
画
の
中
で
考
え
る
と
の

こ
と
だ
が
、
地
域
の
実
情
や
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

全
体
像
の
中
で
の
個
々
の
施
設

の
あ
り
方
や
活
用
な
ど
、
有
効

な
手
段
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答

推
進
を
図
っ
て
い
く
上

で
、
各
地
区
で
意
見
交
換
会
を

実
施
す
る
な
ど
、
市
民
と
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

教
育
委
員
会
関
係
の
施

未
活
用
財
産
の
活
用
や
歳
入
歳

出
に
お
け
る
財
政
対
策
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

全
て
の
既
存
事
業
に
対

し
、
継
続
、
改
善
、
統
合
、
廃
止

等
の
評
価
を
実
施
し
、
予
算
編

成
へ
の
活
用
の
ほ
か
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
、
新
た

な
財
源
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問

茂
林
寺
沼
南
岸
用
地
は
、

約
11
年
前
に
購
入
し
、
現
在
も

未
活
用
の
状
態
で
あ
り
、
民
間

事
業
者
と
の
連
携
や
進
出
も
含

め
、
市
の
収
入
に
結
び
つ
く
よ

う
な
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き

設
が
全
施
設
の
45
％
を
占
め
る

中
、
学
校
や
公
民
館
運
営
の
見

直
し
、
認
定
こ
ど
も
園
化
な
ど
、

課
題
も
多
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

学
校
施
設
、
公
民
館
施

設
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
現

状
、
課
題
を
洗
い
直
し
、
運
用

方
法
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
教
育
の
質
を
高
め
て
い

く
観
点
と
効
率
化
、
市
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
複
合
化
、
統

合
、
あ
る
い
は
、
認
定
こ
ど
も

園
化
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
検
討
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

だ
と
考
え
ま
す
が
、
取
得
の
経

緯
や
、
な
ぜ
今
ま
で
活
用
が
で

き
て
い
な
い
の
か
、
伺
い
ま
す
。

答

茂
林
寺
周
辺
の
自
然
環

境
保
全
、
乱
開
発
回
避
、
観
光

価
値
向
上
を
目
的
に
購
入
し
ま

し
た
。
過
去
の
検
討
会
等
で
は
、

観
光
収
益
施
設
整
備
と
の
意
見

が
多
く
、
多
額
の
事
業
投
資
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
事
業
化

の
目
処
が
立
た
な
い
状
況
で
す
。

要
望

財
政
が
厳
し
い
の
で
す

か
ら
、
民
間
事
業
者
の
積
極
的

誘
致
等
、
早
期
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

館
林
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
公
共
施
設

等
の
維
持
管
理
の
基
本
的
方
針

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
の

将
来
的
な
財
政
推
計
に
お
け
る

今
後
30
年
間
で
の
更
新
費
用
は

建
物
系
施
設
が
１
０
１
１
億
円
、

イ
ン
フ
ラ
系
施
設
が
７
１
４
億

円
、
合
計
１
７
２
５
億
円
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
費
用
を
ど

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

質
問

人
口
減
少
等
に
よ
り
、

地
方
で
は
公
共
交
通
が
成
り
立

た
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
中
、

地
域
で
の
網
形
成
計
画
を
策
定

す
る
背
景
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

公
共
交
通
は
地
域
に
よ

り
課
題
や
必
要
性
、
あ
り
方
が

異
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
実
情

の
程
度
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

縮
減
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
額
と
認
識
し
て
お
り
、

個
別
施
設
計
画
策
定
を
進
め
る

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

個
別
施
設
計
画
に
つ
い

て
、
国
で
は
令
和
２
年
度
ま
で

に
策
定
す
る
よ
う
に
と
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
当
市
の

に
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
が
必
要
で
す
。

計
画
策
定
過
程
で
、
公
共
交
通

機
関
の
連
携
強
化
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
連
携
が
期
待
で
き
ま
す
。

質
問

１
市
４
町
に
よ
る
館
林

都
市
圏
の
計
画
策
定
に
当
た
り
、

４
町
と
の
連
携
で
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

共
同
運
行
し
て
い
る
路

公
共
施
設
等

　 

総
合
管
理
に
つ
い
て
問
う

斉
藤
　
貢
一 

議
員

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
、

未
活
用
財
産
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て

松
本
　
隆
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員


